












４．ＳＲＶの耐環境性向上のための取組みについて（１／２）

（１）概 要
非常用窒素供給系及び非常用逃がし安全弁駆動系の窒素供給流路のバウンダリシール材料を改
良型ＥＰＤＭ材※に変更し，重大事故等時の耐環境性を向上する。

※：改良型EPDM材は 200℃，2Pdの環境下でもシール性能を維持できることを圧縮永久ひずみ試験等により確認

（２）変更内容

・ＳＲＶ（自動減圧機能）7個のシリンダーピストン及び電磁弁のシール材を改良型ＥＰＤＭ材に変更

・非常用逃がし安全弁駆動系に接続するＳＲＶ（逃がし弁機能）4個のシリンダーピストン及び電磁
弁のシール材を改良型ＥＰＤＭ材に変更

非常用窒素供給系及び非常用逃がし安全弁駆動系概要図
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８．代替所内電気設備用ケーブルの敷く設ルートの考え方について（２／３）

図３－１ 原子炉建屋内ケーブルルート図
（地下２階）

図２ 常設代替高圧電源装置置場から
原子炉建屋までのケーブルルート図
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８．代替所内電気設備用ケーブルの布設ルートの考え方について（３／３）

図３－２ 原子炉建屋内ケーブルルート図
（地上１階）
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(1) 概 要

運転停止中の有効性評価における「原子炉冷却材の流出」について，評価対象とするプラント状態（以下「ＰＯＳ」と

いう）を，以下のように変更した。

変更前：ＰＯＳ－Ａ （ＲＰＶ開放工程開始～原子炉ウェル水張り完了）

変更後：ＰＯＳ－Ｂ （原子炉ウェル水張り完了～原子炉ウェル水抜き開始）

(2) 変更理由

・変更前に評価対象としていたＰＯＳ－Ａは，通常運転水位の期間においては警報や緩和設備の自動起動に期待で

きることや，原子炉ウェル水張り実施中においては既に原子炉注水を開始していることより，事象発生後，速やか

な原子炉水位の回復が可能である。

・このため，警報や緩和設備の自動起動に期待できず，原子炉ウェルの水張りが完了しているＰＯＳ－Ｂを評価対象

とすることとした。

(3) 評価結果

・原子炉冷却材流出の発生後，中央制御室の巡視により事象を認知し，

事象発生2時間後に残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水

を開始する。その結果，右図のとおり燃料有効長頂部の冠水，必要な

放射線の遮蔽は維持されており，評価条件の変更による評価項目へ

の影響がないことを確認した。

・なお，ＰＯＳ－Ａについては「5.3.3 評価条件の不確かさの影響評価」

における不確かさの影響項目として評価結果を記載。

（4）記載箇所

有効性評価 5.3 原子炉冷却材の流出

１０．原子炉冷却材の流出における評価条件の変更

図 原子炉水位の推移
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１１．コリウムシールド高さの妥当性について（３／５）

(3) デブリ堆積高さ評価の更なる保守性の考慮について

・前述の評価（ベースケース）条件に基づくと，コリウムシールドは連続層を十分な余裕を持って保持可能
・ここでは，粒子化層を含めたデブリ堆積高さの感度評価において更なる保守性を考慮し，コリウムシールド高さの妥当
性を確認する

(4)感度評価

・前述(2)のデブリ堆積高さ評価では，エントレインメント係数についてMAAP推奨範囲の最確値を使用し，その他条件は
保守性有
・エントレインメント係数をMAAP推奨範囲の最大値  とし，粒子化割合22.7％の条件でデブリ堆積高さを設定 

ケース デブリ体積
デブリ堆積高さ

備考
全て連続層相当 連続層＋粒子化層

ベース
溶融物：36m３（MAAP）
ペデスタル内構造物：4m３

約1.48m
約1.71m

・連続層：約1.25m
・粒子化層：約0.46m

・十分な余裕を持って連続層を保持
・粒子化層を含め，コリウムシールド
高さ（約1.73m）に保持

感度 同上 同上
約1.78m

・連続層：約1.18m
・粒子化層：約0.60m

・十分な余裕を持って連続層を保持
・コリウムシールド高さ（約1.73m）を
約5cm超える
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